
 

一 

○
領
域
等
の
警
備
に
関
す
る
法
律
案 

新
旧
対
照
表 

●
自
衛
隊
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
五
号
）
（
附
則
第
二
条
関
係
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
） 

改 

正 

後 

改 

正 

前 

 

（
海
上
に
お
け
る
警
備
準
備
行
動
） 

第
八
十
二
条
の
二
の
二 

防
衛
大
臣
は
、
国
土
交
通
大
臣
か
ら
自
衛
隊
の
部
隊

に
海
上
保
安
庁
が
行
う
警
備
を
補
完
さ
せ
る
よ
う
要
請
が
あ
つ
た
場
合
に
お

い
て
、
海
上
に
お
け
る
人
命
若
し
く
は
財
産
の
保
護
又
は
治
安
の
維
持
の
た

め
海
上
に
お
け
る
警
備
を
あ
ら
か
じ
め
強
化
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
認
め

る
と
き
は
、
自
衛
隊
の
部
隊
に
対
し
、
領
域
等
の
警
備
に
関
す
る
法
律
（
平

成
二
十
七
年
法
律
第 

 
 

号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ

た
領
域
警
備
区
域
を
除
く
海
上
に
お
い
て
海
上
保
安
庁
が
行
う
警
備
を
補
完

す
る
た
め
の
行
動
（
次
項
に
お
い
て
「
海
上
に
お
け
る
警
備
準
備
行
動
」
と

い
う
。
）
を
と
る
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。 

２ 

防
衛
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
自
衛
隊
の
部
隊
等
に
対
し
海
上
に
お

け
る
警
備
準
備
行
動
を
と
る
こ
と
を
命
じ
た
と
き
は
、
速
や
か
に
そ
の
旨
を

内
閣
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

  

（
領
域
警
備
行
動
） 

第
八
十
四
条
の
四
の
二 

防
衛
大
臣
は
、
第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
公
共
の

秩
序
の
維
持
に
係
る
活
動
と
し
て
、
領
域
等
の
警
備
に
関
す
る
法
律
の
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
自
衛
隊
の
部
隊
に
必
要
な
措
置
を
講
じ
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
る
。 

  

（
警
戒
監
視
の
措
置
） 

第
八
十
四
条
の
四
の
三 

防
衛
大
臣
は
、
領
域
等
の
警
備
に
関
す
る
法
律
の
定

 

（
新
設
） 

             

（
新
設
） 

     

（
新
設
） 



  

二 

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
自
衛
隊
の
部
隊
に
対
し
、
警
戒
監
視
の
措
置
を
講
じ

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

  

（
海
上
に
お
け
る
警
備
準
備
行
動
の
際
の
権
限
） 

第
九
十
三
条
の
二
の
二 

海
上
保
安
庁
法
第
十
六
条
の
規
定
は
、
第
八
十
二
条

の
二
の
二
の
規
定
に
よ
り
行
動
を
命
ぜ
ら
れ
た
海
上
自
衛
隊
の
三
等
海
曹
以

上
の
自
衛
官
の
職
務
の
執
行
に
つ
い
て
、
同
法
第
十
七
条
第
一
項
及
び
第
十

八
条
の
規
定
は
、
海
上
保
安
官
が
そ
の
場
に
い
な
い
場
合
に
限
り
、
第
八
十

二
条
の
二
の
二
の
規
定
に
よ
り
行
動
を
命
ぜ
ら
れ
た
海
上
自
衛
隊
の
三
等
海

曹
以
上
の
自
衛
官
の
職
務
の
執
行
に
つ
い
て
準
用
す
る
。 

２ 

第
八
十
二
条
の
二
の
二
の
規
定
に
よ
り
行
動
を
命
ぜ
ら
れ
た
自
衛
隊
の
自

衛
官
は
、
当
該
職
務
を
行
う
に
際
し
、
自
己
又
は
自
己
と
共
に
当
該
職
務
に

従
事
す
る
隊
員
若
し
く
は
当
該
職
務
を
行
う
に
伴
い
自
己
の
管
理
の
下
に
入

つ
た
者
の
生
命
又
は
身
体
の
防
護
の
た
め
や
む
を
得
な
い
必
要
が
あ
る
と
認

め
る
相
当
の
理
由
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
事
態
に
応
じ
合
理
的
に
必
要
と

判
断
さ
れ
る
限
度
で
武
器
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
刑
法
第

三
十
六
条
又
は
第
三
十
七
条
に
該
当
す
る
場
合
の
ほ
か
、
人
に
危
害
を
与
え

て
は
な
ら
な
い
。 

  

（
領
域
警
備
行
動
の
際
の
権
限
） 

第
九
十
四
条
の
六
の
二 

第
八
十
四
条
の
四
の
二
に
規
定
す
る
措
置
の
職
務
に

従
事
す
る
自
衛
官
は
、
領
域
等
の
警
備
に
関
す
る
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
、
同
法
の
規
定
に
よ
る
権
限
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

    

（
新
設
） 

               
（
新
設
） 

  

 
 

 
 



 

三 

●
国
家
安
全
保
障
会
議
設
置
法
（
昭
和
六
十
一
年
法
律
第
七
十
一
号
）
（
附
則
第
三
条
関
係
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
） 

改 

正 

後 

改 

正 

前 

 

（
事
態
対
処
専
門
委
員
会
） 

 

第
九
条 

（
略
） 

２
～
５ 

（
略
） 

  

（
領
域
警
備
事
態
連
絡
調
整
会
議
） 

第
九
条
の
二 

会
議
に
、
公
共
の
秩
序
の
維
持
に
当
た
る
関
係
機
関
が
領
域
等

の
警
備
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
七
年
法
律
第 

 
 

号
）
第
四
条
第
一

項
の
領
域
警
備
基
本
方
針
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
情
報
を
共
有
し
つ
つ
、

相
互
に
適
切
に
連
携
を
図
り
な
が
ら
協
力
す
る
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
、
領

域
警
備
事
態
連
絡
調
整
会
議
を
置
く
。 

 

（
事
態
対
処
専
門
委
員
会
） 

 

第
九
条 

（
略
） 

２
～
５ 

（
略
） 

  

（
新
設
） 

 
 

 


